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要約
　本研究は、通信教育部の教育実習事前講義・演習における、幼稚園教育実習での一
斉活動の指導について着目し、学生の学びと、学生同士の学び合いを深める授業実践
を目的とした研究である。平成 29 年までの 3 年間における実習講義を受講した学生
の、幼稚園での経験についての実態を分析し、実習事前講義・演習における一斉活動
についての学生の学びについて明らかにしていった。また平成 29 年 4 月の実習事前
指導においては、授業の内容・進め方など、さらに工夫していった。その結果、一斉
活動を進める上においての学生の学びとして、〇指導案作成の重要性を実感した。〇
活動における「ねらい」を明確にして、幼児への言葉がけ、教材等についても吟味し、
準備した上で指導を行っていくことの大切さについて学んだ。〇一斉活動の指導にお
ける自己の課題をはっきりととらえることができた。などの内容がとらえられた。
Ⅰ．はじめに
　平成 29 年 3 月告示の新幼稚園教育要領において、幼児に「未来を生きるための力
の基礎」を育てるために、幼児期に育みたい資質・能力として、「知識及び技能の基
礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向かう力・人間性等」の 3 点が示さ
れた。また幼児期の終わりまでに育ってほしい姿として、次の 10 項目「健康な心と
体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考
力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量や図形、標識や文字などへの関心・
感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」が示されたのである。このように、
幼児期に育てたい力は、様々ある。人間の人格の基礎が築かれる重要な幼児期だから
こそ、その大切さが示されていると考える。幼児期の特性から、幼児期に育みたい資
質・能力は、小学校以降のようないわゆる教科指導で育むのではなく、幼児の自発的
な活動である遊びや生活の中で育むことが重要であることは、周知のとおりである。
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このように幼稚園における生活・遊び中で、幼児の主体的な学びの姿を大切にした保
育実践・保育の質の向上が望まれている。保育の質の向上を目指す時、幼児が、幼稚
園において、生活や遊びの中で、生きる力の基礎を育んでいけるようになるためには、
人的環境である幼稚園教諭のかかわりは重要である。
　それ故、幼稚園教諭の養成段階においても、学生自身が幼稚園教諭の役割とその重
要性を強く意識していくことが大切である。そして幼稚園の生活や遊びの中で、幼児
の自主性・主体性を育て、生きる力の基礎を育てていくために、教師がどのように幼
児にかかわり、何を育てようとしているのかなどについても、学生が学びを深め、力
をつけていくことが必要である。その点で、幼稚園教諭養成課程においては、幼稚園
における教育実習は、重要な学びの機会である。
Ⅱ．研究の目的
　創価大学通信教育部においても、学生が、幼稚園教育実習に向けて、それまで大学
で学んできた理論等をもとに、さらに学びを深め、力をつけて、教育実習に臨んでい
くことができるように、実習前に、教育実習事前講義・演習を行っている。
　幼稚園における幼児の生活や遊びにおいては、主に自由遊びと、一斉形態で行われ
る様々な活動などがあるが、幼稚園教育実習の内容としては、主に観察実習・部分実
習・半日実習・一日実習などがある。一方、実際の幼稚園実習において、学生に与え
られる機会としては、部分実習における一斉活動の指導が大半をしめている。例えば、
一斉指導の中には、絵本の読み聞かせや、個々に、または友達と共に取り組む製作活
動、学級の皆で歌う歌、楽器を使っての合奏、ルールのある集団遊びや運動遊びな
ど様々ある。幼稚園での一斉形態における指導では、幼児に育てたいねらい達成のた
めに、学級全体の幼児に同時に共通な経験を与えていく。それらの活動の中で幼児は、
物の扱い方やルールを理解したり、ルールを守って楽しく遊びを進めたりしていく力
を培い、協同性や、道徳性、規範意識の芽生えなども培われていく。とともに、教師
や友だちとの信頼関係が築かれたり、自主性・主体性も育っていく。さらに、幼児自
身の表現の広がりや創造性などが培われていくのである。一斉活動は、幼稚園におい
ては学級の皆で行う活動でもある。奥山 (2003) は、学級における一斉活動について、
「みんなと一緒だからこそ味わえる心地よさ、みんな一緒でないと体験できない楽し
さを、幼児の側から考えて計画していくことが大切」と述べている。また一斉活動は、
幼稚園によっては「主活動」と呼んでいる園もある。「主活動」を進める上での教師
の指導について、導入に関する留意点の中で、立本 (2011) は、「子どもの意欲を引き
出せるかどうかは、保育者の力量と工夫に大きくかかわってきます」と述べている。
一つ一つの活動も、教師の思いや展開の仕方によって、幼児の取り組みなどが大きく
変わってきてしまうのである。そのような一斉活動の意義やその中で幼児に育つもの
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を踏まえながら、教師は、活動の進め方や指導の方法を工夫していく必要がある。
　しかし一方で、通信教育部の学生は、幼児とかかわることのない仕事に携わってい
る学生も多く、幼児の前に立って一斉指導をするという機会がほとんどない学生もい
る。そのような学生の課題に対して、一斉活動に関する指導・実践についても、より
具体的に学びを深めていけるようにする必要があると感じた。一斉指導ということで
は、小学校や中学校においては、指導案をもとに、授業研究がよく行われており、そ
の資料や研究報告書なども多くあるが、幼稚園においては、一斉指導におけるそのよ
うな具体的な先行研究がなかなか示されていない。
　そこで、本研究では、幼稚園教育実習における幼児に向けての一斉指導に着目し、
教育実習事前講義・演習の中における指導実践の工夫を試み、その実践を通して、学
生自身の学びと、学生同士の学び合いを深めることを目的として、研究を進めていく
ことにした。
Ⅲ．研究方法
1．幼稚園教育実習事前講義・演習前までの学生の実態をとらえる。
(1) 対象－平成 26 年 3 月から平成 29 年 4 月までの創価大学通信教育部における幼稚
園教育実習事前講義で著者が担当した受講生 78 名（20 代から 60 代の男
女）
(2) 方法－実習事前講義・演習開始時における面接用シートを分析・考察する。
　　　　〇面接用シートの分析内容
　　　　・実習事前講義・演習前までの学生における「一斉指導」に関係する内容
　　　　・実習に向けて、学生が不安と思っている内容
　
2．平成 29 年 4 月における実習事前講義・演習における取り組みから学生の学びにつ
いてとらえる。
(1) 対象－平成 29 年 4 月の通信教育部における幼稚園教育実習事前講義の受講生 25
名
(2) 方法－実習事前講義・演習終了時にアンケートを実施し、その分析結果から、授
業における学生の学びについて考察する。
Ⅳ．研究内容
1．幼稚園教育実習事前講義・演習前までの学生の実態をとらえる。
　実習事前講義・演習の中では、学生全員と面接をしている。著者が実習事前講義を
担当した平成 26 年 3 月からは、面接用のシートを作成し、実習事前指導開始時に学
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生が記述したものを指導に生かしてきた。
(1) 面接用シートの内容の中で、次の内容を取り出し、分析して表 1 にまとめた。
　幼稚園実習の「一斉指導」に関する内容として、質問①は、教育関係における、
ボランティアやインターンシップなどの経験について、質問②は、絵本の読み聞
かせなどの経験について、質問③は、知っている手遊びについての内容である。
そして質問④は、幼稚園実習に向けて、学生が不安と思っていることは何か、と
いうことについての内容である。
(2) 面接用シートの分析結果における考察
・質問①の学生の実習講義までにおける、教育関係におけるボランティアやイン
ターンシップでの経験についてでは、「ある」との回答は、幼稚園・保育所・そ
の他の施設を合わせて 76％であるが、そのうち幼稚園を経験した学生は 21％ほ
どであり、少なかった。この状況から、幼稚園における保育内容や生活の流れ・
一斉活動の様子などを実際に見学したことが少ない学生は多いということがと
らえられた。
表 1      （受講者数 78 名　回答―78 名）
質　　問 回　答 回答者数 割合
①教育関係において、ボランティア
やインターンシップなどの経験は、
ありますか。
（幼児とかかわった経験）
　ある
幼稚園 16 21％
保育所 30 38％
その他の施設 13 17％
　ない 19 24％
②絵本の読み聞かせなどを経験した
ことはありますか
　ある
集団に向けて 43 55％
個に向けて 13 17％
　ない 22 28％
③知っている手遊びは、何種類くら
いですか。
　ある
1 ～ 2 つ 32 41％
3 種～ 10 種 39 50％
　ない  7   9％
④幼稚園実習に向けて、特に不安な
ことは、ありますか。
（複数記述可）
幼児へのかかわり　　　　　（12 名）
指導案作成　　　　　　　　（21 名）
部分実習での一斉指導　　　（15 名）
絵本の読み聞かせ　　　　　（ 7 名）
手遊び　　　　　　　　　　（10 名）
日誌を書くこと　　　　　　（10 名）
ピアノ伴奏　　　　　　　　（31 名）
その他　　　　　　　　　　（ 5 名）
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・質問②の絵本の読み聞かせにおける経験では、集団に向けて絵本の読み聞かせ
を行ったことがある学生は 55％であり、質問③の知っている手遊びが 3 種類～
10 種類という学生は 50％であった。このようなことから幼児の前で行う、一斉
指導における経験がある学生と少ない学生が半数ほどの割合でいることがとら
えられた。
　
・質問③の幼稚園実習に向けて、特に不安なことの内容では、ピアノ伴奏が 31 名
で多いと言える。実際の幼稚園の生活の中では、ピアノを弾くことも多い。ピ
アノ伴奏においても力をつけておく必要がある。幼稚園実習に向けて、不安な
ことの内容として、次に多いのが指導案の作成と一斉指導であり、合わせて 36
名であった。実習では幼児に向けての一斉活動があるということは意識しなが
らも、実践については自信がないと感じている学生も半数近くいるということ
がとらえられた。
　
(3) 実習事前指導の事前課題・指導案の作成とその添削における学生の実態と傾向
　通信教育部では、教育実習に向けて、実習事前講義を受講する 4 ヶ月ほど前に、
学生は、事前課題として、指導計画の学びにおける部分実習の指導案（一斉活動
の内容）を作成し、提出する。そして提出された指導案を担当教員（幼稚園にお
いては、現在著者が担当）が、細かく添削し、学生に戻している。実習における
部分実習・一斉活動を行う上においては、指導案の作成は、重要である。何をね
らいとして、どのような環境・手順、配慮のもと活動を進めていくのか、という
ことをしっかりおさえ、進めていってこそ、充実した活動となると考える。指導
案の添削においては、特に次に示すような点について指導、コメントを加えてい
る。〇指導案の書き方・表記の仕方　〇活動のねらいについての考え方（幼児に
育てたいもの、経験させたい内容）　〇幼児の年齢・発達に対して活動の内容が
適しているかどうか　〇活動を進めるにおいての配慮事項　〇活動内容に対して、
物の置き場・スペースなどの環境について　〇活動に使用する教材・素材は適し
ているか、等である。しかし、実際に学生から提出された指導案の多くは、先に
示した内容について、細かい予測ができていないものも多く、幼児の年齢や、発
達、時期などが適していないこともある。現在幼児教育・保育関係の仕事に携
わっている学生では、活動内容や教材をよく考えている学生もいる。しかし一斉
指導の経験が少ない学生は、活動内容における理想が高かったり、指導の上での
配慮を予想ができにくいというようなこともある。その場合、指導案の添削後、
学生自身が、指導案の内容を再び検討し、対象とする幼児の発達や、活動を進め
る上においての環境・配慮事項等について、考えを深めていけるように、再提出
をするということもしている。実際再提出となる学生は、半数くらいいるが、学
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生自身は、より深く考え書き直しているので、学びとしては深めていると考えら
れる。
　
2．平成 29 年 4 月における実習事前指導における取り組みと、学生の学びについてと
らえる。
　学生の面接シートからの分析や指導案添削からの傾向を踏まえ、平成 29 年 4 月の
実習事前講義・演習においては、内容を変更したり、増やしたりして実践を試みた。
　
(1) 平成 29 年 4 月における実習事前講義・演習の取り組み
　1) 対　象 ― 20 代から 60 代までの学生、25 名
　2) 授業数 ― 2 日間・6 コマ
　3) 実習事前講義の内容
(2) 平成 29 年 4 月の講義・演習の中において、前年度までより変更・増やした内容
　①グループにおける討議・グループでの実践発表
・ 手遊びと絵本の読み聞かせについての「活動のねらい」や「活動における配慮
点」についてグループで話し合う。各グループが手遊びの「ねらい」を発表し
た後、「ねらい」の考え方について確認・講師が指導する時間をとることにした。
これは、学生が提出した事前課題の指導案において、「ねらい」や「配慮点」に
ついて、より指導が必要と考えたためである。またグループ討議やグループで
の発表の中で、それぞれの学生が自分の考えを述べたり、表現・実践したりし
ながら、一斉指導への意識も高めていけるようにと考えた。
　②模擬保育における指導案と活動内容
・今回の模擬保育においては、事前課題で講師が添削した指導案をもとに実践
・幼稚園教育実習総論（実習の意義・実習への心構え等）
・教育法規について
・指導案作成上の留意点と指導案の作成について
・幼稚園実習日誌の書き方について
・幼稚園の生活・遊びについて（映像を見ながら、幼児の遊びにおける
興味や生活の様子など）
・実習におけるマナーについて
・グループで討議・グループにおける実践発表
・個人面接（一人一人個別に、担当講師が行う）
・模擬保育（一人ずつ順番に全員行う）
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を行うということにした。これまで講義・演習の中で、事前課題以外の活動内
容の指導案も作成するという経験を行ってきたが、今回の模擬保育については、
学生が事前課題で考えを深めたものを実践させ、アドバイスした。
　③実習事前講義・演習終了後のアンケート調査
・実習事前講義終了後に、講義・演習の中で、学生がどのような内容について学
びを深めたか、ということについてとらえるためアンケートを実施した。
　
(3) 一斉活動に向けての具体的取り組みとしての実践
　1) 実践 1：グループ討議・グループでの実践発表
　一斉の形態での活動に向けて、グループ討議・グループでの実践発表を次の内
容と手順で行った。（グループにおける人数は、3 名～ 4 名）
　
　①グループ討議
・一斉形態で行う活動の「ねらい」と「実践する上での配慮点」等について、グ
ル－プでの話し合いを行った。始めに「手遊び」、次に「絵本の読み聞かせ」
（『おおきなかぶ』）について話し合ったが、手遊びについては、グループで実
践することも踏まえ、手遊びの教育的意義（・楽しさの中に、信頼と自主性を
育てる・体、物についての気づき・表現の広がりと創造性など）についても確
認後、進めた。
　②「活動のねらい」についての発表・検討
・グループで考えた手遊びの「ねらい」を全グループが黒板に記述し、それぞれ
の「ねらい」について検討していく。幼児に何を育てたいか、何を経験させた
いのかなどの考えを深めていけるよう、講師より助言・指導した。
　③グループで決めた「手遊び」を、全員の前で表現
・グループのメンバーと手遊びの実践について練習し、グループごとに全員の前
で行う。始めの言葉がけの部分から、実践した。
　④講師からの講評・指導
・1 グループずつ、手遊びの表現の発表終了後、講師が活動の「ねらい」と照らし
合わせながら、講評していく。幼児への言葉かけや、言葉の使い方、働きかけ
や表現の仕方、説明の仕方、間の開け方、幼児にわかる示し方、より豊かな表
現についてなどアドバイスした。
　
　2) 実践 2：模擬保育を通して
模擬保育は、幼稚園における学級で行う一斉形態での指導として、次の内容と
手順で行った。　
　①模擬保育における指導案と活動内容
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・ 模擬保育における指導案は、学生が事前課題として提出し、添削後返却したも
のである。
・学生が考えた活動内容としては、絵本の読み聞かせ、製作活動（飾る物、使って
遊ぶ物などの製作）、ルールのある遊び（ゲーム・鬼遊びなど）、運動遊び（ボー
ル遊び、鉄棒）など様々である。対象となる幼児の年齢（3 歳・4 歳・5 歳）や時
期・活動を行う場所等は、テキストなどを参考に学生が自分で想定し、考えてき
たものである。
　
　②模擬保育の方法・進め方
・指導案に基づき、全員の学生が順番に模擬保育を行った。模擬保育を行う体制
は、前方にイスを集め、学生が全員まとまって座り、その前で、模擬保育を行う。
模擬保育をする学生以外は、幼児役となり、反応したり、答えたりする。
　③評価の観点について
・学生には、模擬保育の始めに、模擬保育を実践する上での「評価の観点」を伝え、
模擬保育を行う際に意識すべきこと、また他の人の模擬保育を見る際にも、「評
価の観点」を意識しながら見るということについて伝える。評価の観点としては、
次の点を示した。
　④模擬保育終了後の指導・講評
・模擬保育を順番に行いながら、一人一人の模擬保育終了後に、講師より講評
を伝え、活動の進め方・教材の扱い方、言葉のかけ方、説明の仕方など助言
し、配慮すべき点なども伝えていった。また幼児が自主的に取り組むことができ、
楽しさを感じていくことができる言葉がけについても心がけるように指導した。
○評価の観点
　ア、話し方（声の大きさ・メリハリ・間の置き方・歯切れ等）
　イ、話し言葉（正しい日本語）
　ウ、表情（明るさ・豊かな表情等）
　エ、落ち着いた言動
　オ、ねらい（意識している・明確にしている）
　カ、幼児に興味・関心をひくような導入・働きかけ
　キ、的確な展開・指示など
　ク、幼児への説明の仕方・活動の進め方
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(4) 実習事前講義終了後の学生が記述したアンケート結果
　1) アンケート結果①「模擬保育の実践・一斉指導に関すること」について
　　　＊より学べた、より経験できたと思う内容について〇をつけるという方法
　2) アンケート結果②「グループ討議や、グループでの手遊びの実践における一斉指
導を経験して感じたことについて」（自由記述）※項目別に示す。
　資料 1
◆「グル－プ討議・グループでの実践」に関する内容
・グループの人たちと討議する中で、自分とは違う考えを知ることができて、
良かった。視野が広がった。
・自分一人の考えでなく、多くの意見を聞くことで、アイデアが広がった。
・自分だけの知識や経験だけでは気づけないことも多く、実りある時間となっ
て良かったです。
・子育てをしている方の経験の話など参考になるアイデアを聞けた。
・皆さんが熱心にやっていて、幼児が本当に好きなのだなと思いました。私自
身も改めて頑張ろうと思いました。
資料 2
◆「手遊びのいろいろな種類・方法」に関する内容
・手遊びのレパートリーが増えるきかっけとなり、良かったです。
・手遊びでの間の取り方や、どういった説明や手の動かし方をすれば、子ども
たちがわかりやすく、楽しむことができるのか、いろいろな視点で考えるこ
とができた。
・手遊びのはじめの言葉がけ、活動への入り方が大変勉強になりました。
 表 2  　（受講者 25 名、回答－25 名　回答は複数選択可）
項　　目 回答者数 割 合
・活動の「ねらい」の考え方・示し方 21 84％
・活動を投げかける時の言葉のかけ方 21 84％
・年齢・時期に合った活動選択の考え方 16 64％
・教材の扱い方・選びかた 17 68％
・活動について、幼児に向けての説明の仕方 20 80％
・手遊びのいろいろな種類・方法 16 64％
・一斉活動のレパートリーの広がり 18 72％
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3) アンケート結果③：「模擬保育・一斉指導に関する学び」について。（自由記述）　
　※項目別に示す。
資料 3
〇「活動のねらいの考え方・示し方」に関する内容
・「活動のねらい」を考えた部分で、手遊びにおいても、子どもたちに何をど
うやって伝えたらよいかを考えることなど、改めて学ぶことができました。
・幼児教育の視点をしっかりとらえた上で、自分らしい指導をしたいと思った。
・活動の「ねらい」を決める前日の日の子どもの様子から想像し話しができた。
資料 4
〇「活動を投げかける時のことばのかけ方」に関する内容
・ 幼児に伝わるようにわかりやすく声かけをするのが、意外と難しかったです。
・活動へ導入するタイミングや声かけが難しかった。
・言葉のかけ方、子どもの気持ちのくみ取り方を学ぶことができた。
・子どもの目線で言葉がけを選んで行うことの重要性を感じた。
・子どもが集団で楽しく活動できるような声かけや援助をすることが大切だと
思った。
・事前準備の大切さを感じた。製作の準備などはもちろんだが、どのような言
葉を使うかなどの準備も必要だと感じた。
資料 5
〇「年齢・時期に合った活動選択の考え方」に関する内容
・年齢ごとの活動内容・材料・進め方などを学びました。
・年齢や活動を行う場所によって、説明の仕方を変えないと幼児に伝わらない
ということを実感した。
・自分が進めようとする活動を、子どもたち全員ができるとは限らないことを
感じた。臨機応変に対応をする力をつけたい。
・子どもの年齢に対して、自分はやろうとすることが多すぎました。
資料 6
〇「活動について、幼児に向けての説明の仕方」に関する内容
・説明の時に、例を挙げたり、実際の物を示したりする方法について学べた。
・製作をする時に、一つ一つ丁寧に、どうやって作るのかを説明することの大
切さを学びました。自分がわかっていても子どもたちにとっては、わからな
かったりするのだと感じました。
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・あまり言葉で長く説明しすぎず、幼児がわかりやすいように動作で示すのも
大切だと思った。
・どこまで説明するのか、実習の際に、幼児の反応をしっかり見ながら、進め
ていきたい。
　
資料 7
〇「模擬保育を見合ったこと」に関する内容
・実際にやってみたり、他の学生の方々の模擬保育を見学できたことで、良い
点や課題が具体的に見え、改善できそうな点をたくさん学べた。
・25 人違ったアイデアがあって、こういう方法もあるのだと、とても勉強に
なりました。実践方式で、イメージも持ちやすく、参考になるものばかりで
した。
・アイデア次第で、色々な工夫ができるのだなと、他の人の発表を見て感じた。
・模擬保育で、それぞれの活動のポイントや留意点を知ることができて良かっ
た。
・皆さんの活動内容の豊富さに感動し、私ももっと色々なことを準備して実践
していきたいと思います。
・同じ活動でも指導する教師によって、進め方や声かけ、雰囲気、気をつける
点などが違うのだなと感じた。
・声のトーンや物の置き場所など、どうするかについて学べた。
・事前の計画をイメージしておくことの大切さを知りました。
・子どもたち全員がその活動をできるとは限らないことを感じた。
・実際の動きの中で、困ってしまう子どもが出ないように配慮することの大切
さを感じました。
4) アンケート結果④「実習に向けての自分の課題」について（自由記述）
資料 8　
○「実習に向けての自分の課題」について
・子どもへの気づかい、声かけを大切にする。
・ 環境構成、教材研究について、日々の中でたくさん養い、引き出しを増やす。
・ 子どもたちに向けて行う説明をより深めること、自信をもって活動すること。
・想定される幼児の姿や、教師が準備することなどの見通しを具体的にもつ。
・集団遊びでのイメージトレーニングをすること。
・絵本や、どのような活動をやりたいか等リストにして準備していきたい。
・言葉がけの工夫を考える、「ねらい」の書き方を学ぶ。
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・絵本の知識や、活動・手遊びなどのレパートリーを増やす。
・「音程を気をつけよう」という意識があまりなかったので、オリジナルの曲
をよく聴き、間違って歌うことのないようにしたい。
・活動の流れや順番をもっと工夫すること。早口にならないようにする。
・臨機応変に対応する力をつける。
・準備、練習の大切さ、子どもの気持ちになって、待ち時間、たいくつな時間
のないように工夫する。
・あがり症なので、落ち着いて子どもの前に立って、活動の指導ができるよう、
また自分自身が楽しめるくらいの心持ちで臨めるように、事前準備や経験値
を増やすため、ボランティアなどの場数を増やす努力をする。
・指導案の書き方を学び、絵本の読み聞かせにおいては、もっと感情表現でき
るようにする。
・一斉活動や手遊び、歌のレパートリーを増やして、事前にしっかり準備をし
ておくこと。
・一人一人の幼児と向き合い、子どもの気持ちになって考えること。
　
(5) 実際の演習における取り組みと、演習終了後に学生が記述した授業アンケート結
果①～④における分析・考察
〇学生は、グループ討議やグループの皆と全員の前で表現・発表するという体験
をした。グループ討議では、学生同士互いの考えをよく聞きながら話し合って
いた。発表では、全員の前で表現することに緊張気味だった学生もいたが、明
るくはっきりとした言葉で表現できていた学生もいた。アンケートの結果から、
グループ討議の中では、様々な考え方の視点に気付いたり、グループでの発表
では、他の学生の姿から刺激を受けて頑張ろうと思ったという学生も多くいた
ことがとらえられた。
　
〇グループで考えた手遊びや絵本の読み聞かせの活動における「ねらい」につい
て話し合い、発表し合ったが、「ねらい」についてのとらえが様々だった。講師
は、その活動の中で、幼児の心情・意欲・態度に関して、何を育てたいのかに
ついて考えを深めていけるように方向づけた。アンケートの結果からは、一つ
の活動における指導案を作成する際に、「活動のねらい」を明確にして、活動の
展開の仕方についても考えを深めながら、指導案を作成していくことの大切さ
を意識した学生が多かった。
　
〇グループでの手遊びの発表や、個人における模擬保育の取り組みの中では、緊
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張から、言葉だけの説明で進めてしまったり、幼児がわからないような言葉を
使う学生もいた。講師からは、その都度、幼児の気持ちや自主性を大切にした
言葉がけや説明の仕方、幼児の反応をよくとらえた言葉がけなどに関しての指
導を加えていった。アンケートの結果からは、一斉活動を進める上において、
教師の言葉がけが重要であることや、幼児の反応を確かめながら進めていくこ
とが大切であることへの意識を深めた学生が多かった。
　
〇模擬保育における活動内容が様々であったため、学生は、模擬保育の中で、多
くの種類の活動を見ることができた。アンケートの結果においては、一斉活動
の内容には様々あることを感じた学生が多く、活動内容についての視野を広げ
る必要性や、教材研究することへの意識を高めた学生が多かった。
　
〇模擬保育の中で、対象年齢と実際の教材が適していないと思われる内容のもの
もあり、講師からは、対象年齢の幼児の発達などをよく考え、教材を吟味して
いくことの大切さについて助言していった。一方、指導案作成の段階で、教材
を工夫していた学生もおり、講師はその取り組みや工夫していることなどを認
めていった。アンケートの結果からは、一斉指導において、幼児の発達をよく
とらえた上での教材の選択や事前の準備・工夫などが大切であるということを
理解した学生が多かった。
　
〇実習事前指導の中で、学生は、全員の前で実際に一斉指導を行うという体験と
ともに、他の学生の様々な一斉指導について見るという体験をした。アンケー
トの結果からは、「実習に向けての自分の課題」について、今回のグループでの
発表や模擬保育における様々な指導を受け止め、現在の自分に不足している点
や自分自身の課題をはっきり意識することができた学生が多かった。
Ⅴ．まとめと今後の課題
1．学生が行う一斉活動の模擬保育においては、事前課題における指導案をもとに、
講師が、具体的にアドバイスし指導をしていったことや、グループにおいて
「活動のねらい」の討議などを増やしたことにより、指導案についての学生の
意識が深まったと思われる。また全員で、模擬保育を見合いながら、「活動のね
らい」や、活動を進める上での配慮点などを確認していったことなどから、活
動における「ねらい」について明確にしていくことや、指導案作成についての
重要性を実感した学生が多かったと思われる。
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2．保育の映像や一斉活動における模擬保育を全員で見合い、学び合う機会は、学
生同士が触発し合う場作りとなったとともに、一人一人の学生が、他の学生の
模擬保育からも何かを取り入れようという意識も高まっていたと思われる。ま
た講師は、学生が行う様々な一斉指導の活動内容に応じて、具体的な助言・指
導をしていったが、そのことにより、様々な活動を行う際の教材の準備や、具
体的な働きかけなどをよく考え、事前に吟味する大切さについて意識を深めた
学生が多かったと思われる。
　
3．グループ討議や実践を進める中で、他の学生の考えを聞いたり、模擬保育の中
で、他の学生の動きや活動の進め方などを見たことにより、多くの学生が、自
分自身に足らない面や、より視野を広げていく必要性などを感じ、実習に向け
ての「自身の課題」について、はっきり意識することができたのだと思われる。
　
4．今後の課題としては、実習事前講義における、指導案の作成に関する時間と、
模擬保育の実践の時間をより多くもうけ、実習に向けて、一人一人の学生が、
より実践面での力をつけていくようにすることが課題である。そのために平成
29 年度 5 月から、実習事前講義・演習の回数・時間も増やしていくこととなっ
た。今回の実習事前講義・演習で増やした内容などを、より充実させ、学生の
実践力につなげていけるようにしたい。
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A Study on Practical Training in a Kindergarten  
Teacher-training Course
— Focusing on Group Teaching Practice in a Pre-service  
Practical Teacher Training —
Yurika SHIMIZU
This study focused on a pre-service practical teacher-training course at a correspondence 
education department; specifically, it focused on group activities’ instruction in practical 
kindergarten teaching. The aim of the study is to implement a form of practical teacher 
training…that…deepens…both…individual…and…group…student…learning.…Students…attended…the…course…
for… three…years,… finishing… in…2017.… I…analyzed… the…experiences… the…students…accumulated… in…
kindergarten…teaching…practice…to…find…out…what…they…learned…about…group…activities…through…the…
course. I also made certain innovations in the pre-service practical instruction in April 2017 
with…respect…to…content…and…method.…Consequently,… the…students…gained…knowledge…on…several…
learning…outcomes…regarding…group…activities,…including…the…following:
・ The students realized the importance of preparing a teaching plan.
・ The…students… learned… the… importance…of…preparing…for… the…class…beforehand,… including…
clarifying… the… objectives… of… the… activities,… thinking… about… the… kind…of…words… and…
expressions…to…use…with…the…children,…and…considering…which…learning…materials…to…use.
・ The students clearly ascertained their personal challenges with respect to group activities.
